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平成12年度春季研究発表会が3月27，28田の両日，  

名古屋二仁莫大学において開催された小 春先の不安定な  

天候にも関わらず，約350名の参加があり，大盛況の  

研究発表会となったゆ 今園の特別テー州マは「ORと環  

境」でありヲ 毎吼 社会の最大の関心事に対するOR  

の役割を探ろうという意欲的な姿勢は変わっていない巾  

さっそく9 紹介にうつりたい。  

望凸 特別講演  

今圭司は，2件の特別講演が行われた。   

ユ件臥は「トヨタにおける環境問題への取り組み  

一プリウスの開発」と越して，トヨタ自動車株式会社  

取締役桐山関竹志氏による講演であったっ 内山田氏は，  

「21世紀の車を作ろう」という漠然とした大きな目標  

を掲げ，平成∂年よりプリウスの開発を担当された。  

その開発体制にⅡ犬をこらし9 従来手法にとらわれな  

い製品開発を行い，ハイブリッド車プリウスを他に送  

ることに成功された¢ 講演は，ハイプ】トソド車とは何  

か？ なぜハイプりッド車なのか？ という基本的な  

解説から始まり，開発現場の状況やリーダーシップの  

とり方にまでおよんだめ 開発段階で起きた裏話を交じ  

えた技術開発現場のお話は，非常に生き年きとした興  

味深いものであり，臨場感あふれるものであった。こ  

の講演を聴き，改めてプリウスに興味を持たれた聴衆  

も多かったのではないだろうか。もちろんヲ 筆者もそ  

んな1八である。   

2件臣≡首は，「21牡紀のビジネスモデル：デル∵ダイ  

レクトのモデル，そしてインターネットビジネスに関  

する考察＿月 と題してプ デルコンビュ｝夕株式会社法人  

営業本部本部長浜田宏氏による講演であった。デルコ  

ンピュータが創業15年にして世界第2位のPCメー  

カーーになり9 日本上陸後わずか7年にして轟参のコン  

ビュー・一・タメーカーをしのぐシェアを獲得できたのは，  

「デル∵ダイレクト①モデル」という従来のメーカー  

におけるビジネスモデルとは発想を異にするビジネス  

詔盟腐（34）  

樽別講演 浜m 宏既  

モデルを構築む実践してきた賜物であると氏は語る呼  

「サル∵ダイレクト匂モデル」とは，顧客満足度最重  

視の姿軌 そしてプロフィットシェアの最大化を基本  

コンセプトとした川）受注生産（2）メーカー直販（3）インタ  

ー瓜ネットの活用（4）SCM，を4木柱とするモデルであ  

る。ご講演中一貫して9  デルのビジネスモデルが従来  

のモデルに比べヲ メーカー側にはもとより，ユーザ側  

にも多大なメリットをもたらすことを強調されていた。  

そして9 ビジネスウィーク誌に「Ⅰ〕elトocity」（デルの  

ビジネススピゝ叫ドの速さを称え，VerOCityと引掛け  

て作った造語）を発見した話をするときの誇らしげな  

表情が印象的であった。時間の都合で，折角ご用意下  

さった資料を一部割愛せざるを得なかったことがはな  

はだ残念であった。  

3。文献寒受賞講演  

OR学会文献貨を受賞された久野善人氏（筑波大  

学）により，「乗数計画問題は解ける！」という講演  

が行われた．，最初に，この間題の最悪計算量は指数時  

間であるが，平均的には多項式で解ける解法が存在す  

るなら，それを見つけてやろう！ というのが研究の  

動機であると言われ，氏のチャレンジングな研究への  

姿勢がうかがえた。ただ悩みは応用分野についてで，  
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う位置付けで行われるようになった．4件の発表があ  

り，参加者は約50名であった．どの発表も企業の実  

益に結びつくものばかりで，企業でORの手法がどの  

ように用いられているかの一端を窺い知ることができ  

た．おそらく企業の内部には，ORの問題として解決  

すべき問題が山積みになっているのであろう．   

伊藤弘道氏（三菱重工業）の発表は，ミサイルの定  

期点検に関するものであった．問題は，点検費用を最  

小にするような最適な定期点検間隔を求めるものであ  

る．ミサイルは，（1）使用されるまで倉庫で保管される．  

当然，その間は稼動されることはない．（2）使用される  

ときは非常に過酷な条件で使用される。（3）使用状態を  

地上で再現することが不可能である．といった条件が  

あり，通常の機械の定期点検とは様相が異なっている．  

このような条件のもとで，期待費用を最小にする定期  

点検間隔を求める問題を伊藤氏は定式化し解を求めて  

いる．さらに，点検によって，ミサイルが劣化を起こ  

す場合，点検回数が有限の場合についても同様に解を  

求めている．伊藤氏の研究は信束劉生の手法を現場に導  

入し成功した例である．水野会長他から質問が続出し，  

活発な議論になった．   

大屋隆生民（電力中央研究所）の発表は，オフィス  

ビルで，電力使用を時々刻々使用者に知らせることに  

よって，省電力にどのくらい効果があるかを検証する  

ものであった．電力中央研究所のビルで，昨年7月  

16日から10月8日まで実験した結果をもとに説明が  

あった．それによると，Webでの掲示と責任者への  

メールでの通知をすることによって空調に関してかな  

りの効果が見られるということであった．OA機器，  

照明に関してはすでにかなり省エネルギーの意識が浸  

透しており，あまり効果はないとのことである．今後，  

乗数計画の有効な使い道に対してしきりに会場にアイ  

デアを求めていらっしゃった．講演では，まず従来の  

分枝限定法に基づく解法を説明し，その下界値強化法  

の工夫を提案され，従来の方法と比較するための数値  

実験の結果報告があった．それによると提案する解法  

は30年前の方法の改良ではあるが，数百変数の問題  

が実用的な時間で解けることがわかり，解法の有効性  

が確かめられた．その後の質疑応答では，とくに乗数  

計画問題の構造上の特殊性から，組ノ合せ最適化および  

非線形最適化の両分野の専門家からの異なる観点から  

の質問が出たのが印象的であった．  

4．特別セッション  

現在，社会活動の至る所で環境への配慮が求められ，  

様々な問題の解決に直面している．よりよい解を求め  

ようとするORも環境に無関心であってはならない．  

また，環境問題の中にORの課題がi替んでいると考え  

ることもできる．これらを背景とし，今回，「環境と  

OR」と題して特別セッションが行われた．愛知が藤  

前干潟や海上の森問題を抱えて外圧で悩む環境先進国  

であることや，地球温暖化問題に直面し果敢に挑戦す  

る技術先進企業がこの地域に多く存在することを考え  

ると，今回，環境をテーマに取り上げて議論したこと  

は意義のあることであり，また，非常によいタイミン  

グであったと思われる．発表は7件あり，引き続く2  

つのセッションに分けて行われた．1つば水資源やエ  

ネルギー資源など資源に関するセッションであり，1  

つは廃棄物やリサイクルに関する環境改善に関するセ  

ッションであった．少なからず関心を呼んだようで，  

多くの参加者を得ることができた．熱のこもった発表  

とともに質問や意見も多数出て活発な討議がなされた．  

環境に関するOR的な分析や展開が必要となる背景や，  

方法論的な指針が提示された．OR研究者にとって視  

野を拡げるよい機会となった．環境の問題はそれぞれ  

専門の技術分野で議論されることが多く，現在ORの  

中では比較的マイナーな存在となっているが，今回の  

発表にもあるようにOR的な観点から研究することが  

有効な役割をはたす場面の多くあることがわかる．今  

後とも一層研究の広がることを期待したい．今回の研  

究発表をきっかけに学会として環境への確かな足場を  

築く良い機会になればと考えている．  

5．企業事例交流会  

企業事例交流会は，今回から研究発表会の一部とい  

2000年8月号  

発表風景   
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エネルギー問題にたいして，このような情報技術を用  

いてのアプローチがますます重要になるのであろう。   

加藤博光氏（田立製作所システム開発研究所）の発  

表は水道システムの配水池からの推量の最適配分問題  

を扱ったものである㈹ この間題の団的は，施設の有効  

利用と水道水の安定供給である。従来は最か薯欄流間  

題として解かれていたが，それには，（1）枝のコストの  

設定が窓意的（2）一風求めた解の修正が困難（3）問題が大  

規模化してしまう，という問題点があった∞ 加藤氏ら  

はこれに対して，問題を概要レベルと詳細レベルに分  

割してシステム化を行い，それぞれを数理計画法の手  

法を用いて解くことでこれらの問題点を解決した。こ  

のシステムは実際に使用され9 大きな効果をあげてい  

るとのことである帥   

松贋寛氏（キャノン）の発表は，レンズ設計に数理  

計画法の手法を周いて9 光線収差（理想点健からの実  

際の像のずれ）などの評価関数を最ノ州こする問題を解  

決する問題についてであった仏 レンズの仕様が決まる  

と，その仕様の制約と，物理的な制約の下で，光学特  

性をより満足する最適なレンズ構成を求める必要があ  

る¢ この過程を敵勤化する問題がレンズ自動設計であ  

る。松居氏はこの問題を非線形計画法の問題として定  

式化し，解を求めている¢ この事法は田本ではキャノ  

ンだけが開いておりサ ニれによって9 レンズの性能が  

かなり違うとのことであった喝  

し・ ・．∴・ごトご∴“  

以下では，いくつかの一般研究発表について紹介し  

たいQ 紙面の都合」L すべてのセッションをカバーで  

きなかったことについてはご了承頂きたい。   

組合せ最適化セッションでは，理論から応用まで幅  

広いテ叫マに関する発表が10件あった。どのセッシ  

ョンにおいても活発な質疑応答が行われ，たいへん活  

気あふれるものであった。   

加治屋政誉司氏（防衛大学校）は，最小拘束問題  

（MBP）に対する動的計画法アルゴリズムを提案し，  

計算機実験によってその有効性を示された卿 過去に提  

案されたこの問題に対する分枝限定法と比較すると，  

極小規模な問題でも10，000秒～20，000秒もの計算時  

間を要したのに対し，提案されたアルゴリズムでは，  

比較的規模の大きい問題でも数秒で解を求められ，計  

算時間を劇的に短縮することに成功した。今後の課題  

は，さらに大規模な問題を高速に解くことであるとい  

う。  

砲⑬⑬（36）   

鈴木勉氏（筑波大学）は，空間複合型施設の最適配  

置問題について発表された。空間複合型施設とは，さ  

まざまな公共施設を同一建物内に設置したり，隣接し  

て設置した施設で，世代間交流の促進や管理運営の合  

理化などを目的とした施設である。平均利用距離を最  

小化する連続平面上の配置問題として定式化し，解を  

求めた結果，単山型の場合とは配置が異なり，必ずし  

も均一な分布とはならないという興味深い結果が得ら  

れた。   

浦田昌宏氏（関西大学）からは，代理制約式を生成  

する係数の決意法に関する発表があった。繰り返し縮  

小されていく多面体の重心とする方法，多面体に内接  

する球の叫コ心とする方法の2つに対して計算結果が報  

告された血 前者では，多面体の頂点集合を保持してお  

く必要があり，現実に計算可能なのは制約数がBまで  

の問題であるとのことであった中 また，会場からはア  

ルゴリズムの反復回数に対する理論的考察はできない  

かとのコメントがあったu   

梅各俊治氏（京都大学）からは，鉄鋼や製紙業など  

に現れるカッティングストソク問題に関する発表があ  

った勧 従来の研究では，切り残しと呼ばれる，無駄と  

なる原料を少なくすることに重きが置かれていたのに  

対してッ 近衛では，人件費の削減が重要になってきて  

いるという背景から，段取り替え作業の回数を減らす  

ことを田的とした定式化および近似解法が提案された。  

会場からは，段取り替え作業数だけでなく，現実に求  

められる様々な要求にも対応できるのかといった質問  

があり，それらに関しては現在研究中であるとのこと  

であった小   

山捌武夫償（防衛大学校）は，0－1ナップサック問  

題を拡張して複数のナップサックを考え，マックスミ  

ン型の軌的関数を対象として，近似解法と厳密解法の  

両方を提案された。提案手法では，各要素の利得や重  

みが割当先のナップサックによらないとの仮定を置き，  

その特殊性を利用していたが，会場からは，この部分  

を一般化して，要素の利得や重みをナップサックごと  

に独立に与えることができるような，よりトー般的なモ  

デルを考える方が実用的にもよいのではないかとの指  

摘があった。   

武粗朗子氏（東京工業大学）の発表は，多項式方程  

式系の零点を求めるホモトピー法において重要となる，  

解が既知の多項式方程式系を，ある組合せ最適化問題  

に帰着することで作成するという方法を提案し，その  

有効性を計算実験によって確認するというものであっ  
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檀寛成氏（京都大学）は，非線形相補怪聞題  

（NCP）に近接点法を適用し，生成される点列の収束  

点の有効添字集合を正しく同定する手法を提案された．  

とくに解が退化しているときに生じるアルゴリズム構  

築上の困難さの克服が期待できるとのことであった．  

会場からは，提案する同定法の正当性やその具体的な  

使い方などに関していくつか質問があり，聴衆のこの  

テーマへの関心の探さが感じられた．   

生産・在庫管理のセッションでは，6件の発表があ  

・った．   

岡村寛之氏（広島大学）は，PCの電力節約のため  

のスリープ機能とスリープ状態から復帰する際の起動  

電力とのバランスを考慮して最適なスリープ移行タイ  

ミングを探る研究について発表された．   

川膠英史氏（神戸商科大学）は，バーゲン品やプロ  

モーション用商品のような，在庫が多いほどよく売れ  

る，という特殊な商品の販売における最適な「あげぞ  

こ」量の研究について発表された．   

松本征之助氏（早稲田大学）は，パレットを用いた  

輸送問題に関して，拠点間の荷物移動に偏りのある場  

合に浮上する空パレットの輸送問題について発表され  

た．従来は輸送ロットを1としていたのに対し，輸送  

ロットをLに一般化した．モデルの様々な特徴を突  

き止めることにより，問題規模を縮小することに成功  

された．   

平尾周平氏（甲南大学）は，多台のワークステーシ  

ョンと1台のAGVからなるFMSの政策決定問題が  

セミ・マルコフ決定過程へ定式化できることを示し，  

その定式化によって実際のモテルにおける最適政策と  

1期当りの最大平均利得を得るアルゴリズムを示した．   

森田晃氏（大阪大学）は，従来の総費用最小化を目  

的とした輸送問題に疑問を投げかけ，本来は各需要点  

が各々負担する費用に感じる満足度を高めるように輸  

送計画を策定すべきだとの理念に基づいた研究につい  

て発表された．全体としての満足度の評価法を2通り  

与え，それぞれの問題について解法を示した．   

久保田文子氏（豊田中央研究所）は，需要予測やス  

ケジュー リングなど，個別のシステムにより個別に意  

思決定がなされている現状における問題点を指摘し，  

企業を包括的にモデリングシミュレーションすること  

により，最適な意思決定を支援するシステムの開発を  

目指したという．企業の研究所による現実意識あふれ  

る研究であり，3Dアニメーションを採り入れた分か  

りやすく効果的なシステムの開発に成功したことを紹  

（37）401   

た．帰着された組合せ最適化問題はかなり複雑なもの  

であり，基本的には分枝限定法に基づいた解法となっ  

ている．計算結果は有望であったが，今回の発表の直  

前に他の研究者より発表者宛に，電子メールにてほぼ  

同等かそれ以上の結果が報告されたそうである．研究  

の世界の厳しさを痛感する次第であるが，今後発表者  

らには，アルゴリズムを改良して，是非とも競争に打  

ち勝って欲しいものである．   

佐々木淳氏（NTTコミュニケーション科学基礎研  

究所）の発表は，線形ネットワーク上の分散環境で，  

局所的な情報のみを利用して全体の要素のソーティン  

グを行う問題に対し，ネットワーク上の通信量を最適  

にするアルゴリズムを開発したというものであった．  

会場からは，最悪ケースの解析結果としては興味深い  

が，時間複雑度が無視されていることもあって，アル  

ゴリズムがやや単純すぎる感があるので，最悪ケース  

ではないような別の基準で解析を試みてはどうかとの  

コメントがあった．   

佐野貴子氏（郵政省郵政研究所）の発表では，郵便  

局へのアクセス距離ができるだけ平等でしかも短くな  

るように郵便局を配置する問題と，郵便局内の人員を  

再配置することで収益を上げる問題の2つが対象とな  

っていた．横浜市における実データをもとに行われた  

実験の結果報告があり，たいへん興味深かった．実デ  

ータが対象とあって，会場からもモデリングに関して，  

人の移動によって利益が上がるという簡単なモデルで  

現実に合う評価ができるのか，実際に郵便局の配置を  

大幅に変更するのは難しいがそのような考察はモデル  

に必要ないのかなど，活発な質疑応答が行われた．   

数理計画（3）セッションでは，3件の発表があった．   

篠原正明氏（日本大学）の発表は，一般の非線形計  

画問題に対して，それを単制約の問題に帰着して，  

「主および双対問題の，制約条件を除いて最通性条件  

が等しい」という双対性を導くものであった．今回は  

まだ試案的なものであったので，会場から理論面に残  

る曖昧さについて質問，コメントがあった   

谷口尚氏（大阪大学）は，逆凸計画（非凸な制約条  

件のもとでの凸関数の最小化）問題に対する内部近似  

法を提案された．招待講演で久野氏が述べられたよう  

に，逆凸計画の大域的最適化は非常に難しい問題のク  

ラスに属するが，谷口氏はアルゴリズムの各反復に現  

れる部分問題の解法にペナルティ関数およびバリア関  

数を用い，その効果が計算実験によって確かめられた  

とのことであった．  
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介された。   

マルコフ連鎖。探索理論のセッションでは，3件の  

発表があり，参加された方々の白熱した議論が印象的  

であった。P   

飯田耕司氏（防衛大学校）は，昨年秋に報思された  

1次元Koopman問題の拡張として，2次元Koop－  

man問題および期待利得最大化問題を定式化し，そ  

れぞれ準最適解を求める手順を提案された印 発表時間  

が足りなくなったが，充実した研究の進展を垣間見さ  

せていただいた。   

松生拓倫民（田本大学）は，マルコフ連鎖の確率遷  

移に確率フローの概念を導入し，グラフ理論に基づく  

木に対する基本カットセット系における確率フロー保  

存則によっても定常状態確率が定式化可能であること  

を示されたむ このアブロ㌧－チの新しさに参加者の関心  

が寄せられた。   

瀬古遊民（南山大学）からは，野球という身近なテ  

叫マを題材に，マルコフ連鎖の理論を応用した最適打  

順決定モデルが提案された。提案されたモデルの結果  

と実際の打順の間には興味深いギャップがあり，この  

結果に関しては多くのコメントや質問が寄せられ9 野  

球というテーマへの応用への愉しさもあり，興味深小  

テ、岬マであることを伺わせた仙   

今回最もセッション数が多かった金融セッションで  

は15件の発表があり，金融と数理計画を深く関連付  

けた発表が多かった。実際，金融のセッションに多く  

の数理計画研究者が訪れていたのが非常に印象的であ  

り，金融と数理計画の関係の探さを改めて実感した次  

第である。   

西尾友厚氏（関西大学）からは，離散最適化問題に  

対するアルゴ月ズムをポートフォリオ選択問題に応用  

する試みについて発表がなされた。提案されたアルゴ  

リズムは離散変数の取りうる値の個数が多い場合  

（1，000程度）に対しても効率的に解けるということ  

であり，従来連続変数で扱われることの多かったこの  

種の問題に離散最適化を通用するきっかけになれば面  

にニヨいと思ったの   

耽々木規雄氏（慶應義塾大学）からは，多期間の投  

資計画期間を視座に入れてポ、Ⅶトフォリオを構築する  

方法につし－て発表があった。この事の問題については  

かねてから9 より一般的な仮定の下に複雑な問題を解  

く方法について研究がなされてきているが，今回の発  

表は9 むしろその計算の難しさを回避するためにモデ  

ルの設定をし直すことで，より実用的な大規模な問題  

亀⑳選（38）  

を解こうとする試みであった。また，多期間モデルの  

必要性そのものについてのディスカッションもなされ  

た巾   

岩城秀樹氏（筑波大学）からは，やはり多期間の観  

点から，保険の均衡プレミアムを解析的に導出する発  

衷があった劇 ここでは既存の1期間モデルを多期間の  

枠組に拡髄した場合についての分析がなされ，得られ  

た結果はエレガントな形であり，比較静学分析により  

得られる性質は直感にあった尤らしいものであった。   

休憩時慣を挟んでなされた1つ田の発表では，川代  

尚哉氏（東京■ユニ業大学）がポートフォリオ選択問題の  

歯輿である平均脚分散モデル（凸2次計画問題）を効  

率的に解くアルゴリズムについて発表された。2次計  

画問題を槙接解くのではなく，アルゴリズムの初期段  

階では関連した軋∬を解くことでその効率性を高める  

というものであった卿 計算機実験では，㈱数理システ  

ムグ）NU℃ぽⅧと比率交し，相対的な優位性が示された  

が9 この結果に関しては活発な議論が飛び交い，会場  

が潤いた。   

小林久訓氏（束京工業大学）からは，倒産企業と存  

続企業（非倒産企業）を判別しようという内容の研究  

の発表があ った。阻∬あるいは今流行りのSⅢPを用  

いた簡便なアブロ、州チにより，この子の判別分析がな  

されるという点において，実務性のある興味深いアブ  

ロ・鵬チであると考えられる。  

プ什 懇親会  

恒例の懇親会は，初日の夕刻より名古屋工業大学学  

生会館で行われた。比較的広い会場ではあったものの，  

予想以」二の11皿名の参加があり，会場が少々手狭に感  

じるほどであった。中川車夫氏（愛知工業大学）の司  

会のもと懇親会は始まり，はじめに水野幸男学会長  

懇親会   
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（当時）より，学問としてのORならびにOR学会へ  

の熱い思いのこもったご挨拶があった．続いて，今回  

会場となった名古屋工業大学の宮崎亨副学長より，歓  

迎のご挨拶とともに，名古屋工業大学の歴史や高層化  

モデル校に指定されていることなどが紹介された．そ  

の後，本告光男氏（元OR学会副会長）の乾杯の音頭  

により，宴へと移った．約1時間半にわたる宴のあと，  

長谷川利治氏（現OR学会会長，南山大学）より，南  

山大学の新設学部である数理情報学部の紹介があり，  

引き統き，小島政和氏（東京工業大学：次期研究発表  

会開催校）より，ご挨拶があった。両氏ともユーモア  

たっぶりのお話で，会場には笑いと柏手が絶えなかっ  

学）によるご挨拶にて懇親会はお開きとなった．   

最後になりましたが，本稿をまとめるにあたり，辻  

絃良先生（愛知淑徳大学），鈴木敦夫先生（南山大  

学），堀尾正典先生（愛知女子短期大学），柳浦睦憲先  

生（京都大学），野々部宏司先生（京都大学），六大克  

則先生（南山大学），後藤順哉氏（東京工業大学），瀬  

古 進氏，鈴木 貴氏，赤澤武雄氏（以上3名南山大  

学）の方々に執筆して項いたルポを元に書き上げたこ  

とを申し添えるとともに，突然の依頼にも関わらず，  

ご快諾くださった諸氏ならびに会場で写真撮影をして  

下さった井垣伸子先生（帝塚山大学）にこの場を借り  

て感謝申し上げる．  

た．そして，実行委員長の大野勝久氏（名古屋工業大  

Ill川‖‖‖‖‖‖川＝‖川Illll＝‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖川‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖＝‖＝‖‖‖＝‖‖‖‖‖‖‖‖州Il…‖‖‖‖川l川Il川Illl‖‖‖‖＝‖‖＝＝‖州‖‖‖‖‖‖‖＝‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖＝‖‖‖川＝＝ll川‖＝‖‖＝＝‖‖‖‖＝川  

平成12年春季研究発表会見学会ルポ  

田村 隆善（愛知工業大学）  

平成12年度春季研究発表会の最終日（3月29日）  

の見学会では，2つの工場を見学した。日本ガイシ㈱  

小牧事業所とヤマザキマザック㈱本社工場（大口製作  

所）である．参加者は総勢21名で，9時30分に名鉄  

犬山線岩倉駅に集合し，最初の見学先である日本ガイ  

シ小牧事業所へと向かった．  

（1）日本ガイシ㈱小牧事業所   

日本ガイシ㈱は，セラミックスを基盤に電力用ガイ  

シ，NAS電池，ハニカムセラミックスを使った排ガ  

ス浄化フィルタ，電子材料など多種の製品を開発・生  

産している．小牧事業所は，写真に代表される「懸垂  

ガイシ」を一貫生産する世界最大規模の工場で，世界  

中に製品を送り出している．「懸垂ガイシ」は，使用  

される自然環境や電圧によって多くの種類があり，小  

牧事業所で造る製品の品質は，他社の追随を許さない  

という．   

大島新司工場長などから会社の概要と工場の紹介を  

いただいた後，1時間ほど工場見学を行った．見学の  

途中に活発な質疑が行われたが，見学後の質疑応答も  

盛り上がり，質疑応答を終了させるのに司会者（尾鏑  

氏）が苦労したほど参加者の関心は高かった．見学し  

た工場は大規模な自動化が行われている．参加者から  

の質問は，それらの採算性，設備保全，製品等の寿命，  

品質管理，生産計画や日程計画など多岐に渡ったが，  

一つひとつ丁寧な回答をいただいた．昼食を日本ガイ  

シで済ませた後，バスでヤマザキマザックへと向かっ  

た．  

日本ガイシ㈱小牧事業所にて   
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